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    新新年年ののごごああいいささつつ  
    

明明けけままししてておおめめででととううごござざいいまますす。。  

謹謹んんでで新新年年ののおお祝祝いいをを申申しし上上げげまますす。。  

昨昨年年はは新新型型ココロロナナのの勢勢いいももだだいいぶぶ穏穏ややかかににななっってて、、信信州州新新町町地地区区のの  

一一大大イイベベンントトででああるる「「納納涼涼大大会会」」やや「「信信州州新新町町フフェェアア」」ままたた「「文文化化祭祭」」  

ななどどそそれれぞぞれれのの関関係係者者各各位位のの熱熱意意のの下下にに盛盛大大にに開開催催さされれ、、内内外外にに「「信信  

州州新新町町のの元元気気」」をを発発信信ででききたたここととはは誠誠にに喜喜ばばししいい出出来来事事ででああっったたとと思思  

いいまますす。。  

ししかかししななががらら、、年年のの終終わわりりににななるるににつつれれ新新型型ココロロナナのの第第８８波波がが急急速速  

にに拡拡大大ししててききままししたた。。  

今今年年ははどどううななるるここととかか心心配配でですすがが、、消消毒毒、、ママススククななどど今今ままででのの経経験験ししててききたたここととをを踏踏ままええててししっっかかりりとと感感染染  

予予防防ををしし、、ここのの波波をを乗乗りり越越ええてて昨昨年年とと同同等等なな規規模模でで諸諸事事業業がが実実施施ででききるるここととをを期期待待すするるととこころろでですす。。  

昨昨年年のの1111月月2288日日にに、、オオンンデデママンンドドババスス「「ししんんままちち号号」」のの運運行行がが始始ままりりままししたた。。  

信信州州新新町町地地区区はは、、面面積積7700..7733㎢㎢ももあありり、、広広範範囲囲にに民民家家がが点点在在ししてていいまますす。。  

当当地地区区ででははかかねねててかからら交交通通手手段段のの確確保保がが課課題題でであありりままししたた。。住住民民のの皆皆様様方方ににはは早早くく「「ししんんままちち号号」」をを利利用用すす  

るるここととにに馴馴染染みみ、、気気軽軽にに「「ししんんままちち号号」」をを活活用用ししてて外外出出をを楽楽ししんんででいいたただだききたたいいとと思思いいまますす。。「「ししんんままちち号号」」  

のの利利用用者者がが増増ええ、、人人がが動動くくここととにによよっってて信信州州新新町町地地区区がが活活気気づづくくののででははなないいかかとと思思いいまますす。。  

今今年年はは「「ううささぎぎ年年」」（（癸癸卯卯＝＝みみずずののとと・・うう））でですす。。  

ううささぎぎはは穏穏ややかかでで温温厚厚なな性性質質かからら「「家家内内安安全全」」、、跳跳びび姿姿かからら「「飛飛躍躍」」「「向向上上」」をを象象徴徴  

すするるそそううでですす。。  

今今年年もも、、役役員員一一同同、、皆皆様様方方ののごご支支援援ごご協協力力をを得得ななががらら住住みみ易易いい地地域域、、安安全全・・安安心心なな  

地地域域づづくくりりにに向向けけてて活活動動ししててままいいりりまますすののでで、、よよろろししくくおお願願いいししまますす。。  

皆皆様様ののごご健健康康ととごご多多幸幸をを祈祈念念申申しし上上げげ、、新新年年のの挨挨拶拶ととささせせてて頂頂ききまますす。。  
 
 
 
       

     中中山山間間地地域域ＡＡＩＩオオンンデデママンンドド交交通通シシスステテムム「「ししんんままちち号号」」出出発発式式  
   

   1111月月2288日日にに長長野野市市信信州州新新町町支支所所ににおおいいててＡＡＩＩをを活活用用ししたたオオンンデデママンンドドババスス「「ししんんままちち号号」」のの出出発発式式がが  

行行わわれれままししたた。。  

  式式典典でではは、、荻荻原原市市長長、、寺寺沢沢市市議議会会議議長長をを迎迎ええ、、  

信信州州新新町町小小学学校校のの児児童童にによよるる合合唱唱やや来来賓賓のの挨挨拶拶のの  

後後、、テテーーププカカッットトがが行行わわれれ、、小小学学生生をを乗乗せせたた「「しし  

んんままちち号号」」がが信信州州新新町町小小学学校校にに向向かかっってて出出発発ししまま  

ししたた。。  

  ここののオオンンデデママンンドドババススをを利利用用すするるににはは、、事事前前にに  

「「利利用用者者登登録録」」がが必必要要でですす。。長長野野市市信信州州新新町町支支所所  

窓窓口口でで受受付付ををししてていいまますす。。  

   

第第 77９９号号  

会長 丸山 行雄 



 

信信州州新新町町地地区区「「人人権権をを考考ええるる集集いい」」をを開開催催ししままししたた。。  
 

  令令和和４４年年1122月月３３日日（（土土））水水防防会会館館アアククアアホホーールルでで行行わわれれ、、来来賓賓  

にに長長野野市市議議会会議議員員西西澤澤利利一一議議員員、、長長野野市市信信州州新新町町支支所所西西山山  進進支支  

所所長長、、長長野野市市立立信信州州新新町町小小学学校校清清水水直直人人校校長長、、長長野野市市人人権権男男女女共共  

同同参参画画課課村村井井秀秀幸幸課課長長補補佐佐ををおお招招ききしし、、「「人人権権をを考考ええるる集集いい」」をを開開  

催催ししままししたた。。  

  信信州州新新町町小小学学校校６６年年生生  望望月月柚柚波波ささんんにによよるる「「新新町町カカッッププををふふりり  

かかええっってて」」、、信信州州新新町町中中学学校校３３年年生生  牛牛澤澤秋秋穂穂ささんんにによよるる「「動動物物愛愛  

護護法法ににつついいてて」」、、篠篠ノノ井井高高等等学学校校犀犀峡峡校校２２年年生生  穂穂苅苅拓拓翔翔ささんん（（代代  

読読  宇宇都都宮宮仁仁副副校校長長））にによよるる「「いいじじめめとといいうう重重大大なな人人権権侵侵害害」」とと  

題題しし、、そそれれぞぞれれ意意見見発発表表ががさされれままししたた。。  

基基調調講講演演でではは、、長長野野県県人人権権講講師師  降降旗旗幸幸子子ささんんとと他他６６名名にによよるる  

「「豊豊かかなな高高齢齢社社会会をを実実現現すするるたためめにに」」～～ママリリンンババ演演奏奏にによよるる心心のの  

健健康康音音楽楽療療法法～～とと題題しし、、講講演演ををししてていいたただだききままししたた。。  

  ななおお、、当当日日のの参参加加者者はは約約5500名名ででししたた。。  

    

  私私たたちちがが、、新新ししいい民民生生委委員員・・児児童童委委員員でですす。。よよろろししくくおおねねががいいししまますす。。  
  
1122 月月 11 日日付付けけでで厚厚生生労労働働大大臣臣かからら民民生生委委員員・・児児童童委委員員にに委委嘱嘱さされれままししたた。。  

任任期期はは、、令令和和４４年年 1122 月月１１日日かからら令令和和７７年年 1111 月月 3300 日日ままででのの３３年年間間でですす。。  

私私たたちちはは住住民民ののみみななささんんのの身身近近なな相相談談相相手手でですす。。相相談談内内容容ななどどのの秘秘密密はは堅堅くく守守らられれまますすののでで、、おお気気軽軽ににごご相相  

談談くくだだささいい。。  

  

氏氏        名名  担担 当当 地地 区区  氏氏        名名  担担 当当 地地 区区  

黒黒 岩岩 美美 惠惠 子子  水水内内（橋場、安用、風越、追沢） 宮宮 尾尾 光光 子子  西西部部（中福、栃久保、中尾、菅沼、細尾、外味藤、津上）  

北北 原原 清清  水水内内（平、花倉）  竹竹 村村 勝勝 子子  南南部部（味藤、豊和、津南、中組）  

田田 仲仲 政政 一一  水水内内  （二丁田、穴平、寺尾）  宮宮 嵜嵜 京京 子子  日日原原（大原、鹿道）  

荒荒 井井 喜喜 久久 枝枝  上上条条（矢ノ尻、久保、本町） 清清 水水 康康 良良  日日原原（日名、置原、橋木、左右）  

前前 澤澤 研研 司司  上上条条（境町、千原田、千原田団地） 関関 口口 博博  信信級級（岩下、信級中央、高見、岩本、柳高、川名）  

内内 山山 由由 利利 子子  新新町町第第一一（旭町、仲町、上町） 小小 林林 久久 一一  竹竹房房（塩本、原、原団地）  

清清 水水 規規 枝枝  新新町町第第二二（西上町、常盤町、鹿島東、鹿島西） 宮宮 澤澤 寛寛  竹竹房房（Ｌ・Ｒ、大門）  

黒黒 岩岩 彰彰 三三  里里穂穂刈刈（穂刈下、穂刈団地） 玉玉 井井 一一 夫夫  牧牧下下（下市場、牧野島）  

※※推推薦薦準準備備中中  里里穂穂刈刈（穂刈中、穂刈北、穂刈上、陽のあたる丘） 内内 山山 和和 仁仁  牧牧南南（牧田中一、牧田中二、中牧一、中牧二）  

篠篠 根根 秀秀 利利  東東部部（峰組、枌ノ木、赤柴、西日時） 小小 林林 京京 子子  牧牧南南（南牧住平、一倉田和、下中山、和田吐唄）  

小小田田切切たたかか子子  中中部部（大河、下川、太田笠子、津和中央、山秋）  松松 尾尾 修修 一一 郎郎  主主任任児児童童委委員員  

瀧瀧 澤澤 秀秀 子子  越越道道（上古・芦沢、尾崎、本村）  尾尾 澤澤 路路 子子  主主任任児児童童委委員員  

※里穂刈（穂刈中、穂刈北、穂刈上、陽のあたる丘）地区にお住いの方は、当面の間、ご相談等ありましたら民生 

児童委員協議会事務局（262-2200）にご連絡ください。  

  

ああななたたのの愛愛車車のの総総合合ココンンササルルタタンントトああななたたのの愛愛車車のの総総合合ココンンササルルタタンントト

基調講演の様子（講師 降旗 幸子さん） 
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新     聞                                   10,810 ㎏ 

雑   誌  7,680 ㎏ 

段 ボール                          ４,100 ㎏ 

牛 乳                                                                                                150 ㎏ 

布 類        1,330 ㎏ 

第第２２回回資資源源古古着着回回収収（（1111 月月 2277 日日））

のの実実績績はは以以下下ののととおおりりでですす。。  

ごご協協力力あありりががととううごござざいいままししたた。。  
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【【信信州州新新町町美美術術館館】】  
 （１）「所蔵作品展―秋から冬への風景」（第二展示室）令和４年11月12日（土）～令和５年２月12日

（日）まで。向井
む か い

潤
じゅん

吉
きち

、西沢
にしざわ

今朝
け さ

夷
い

、不破
ふ わ

章
あきら

など当館所蔵の作品を展示しています。 

 （２）「当館ゆかりの作家たち展」（第三展示室）令和４年11月12日（土）～令和５年２月12日（日）

まで。 

    横井弘三
よこいこうぞう

、青山
あおやま

杉
さん

雨
う

、栗
くり

原信
はらしん

、小泉癸巳男
こ い ず み き し お

、赤城泰舒
あかぎやすのぶ

の作品を展示しています。 

【【市市民民ギギャャララリリーー（信州新町美術館１階第一展示室内）】】  

    ＊＊『『第33回長野写友会写真展「ふるさと四季のふれあい」』 令和５年１月13日（金）～令和５年２

月５日（日） 

まで。初日は13:00～最終日は正午まで。県内の自然・暮らし・祭り・途の趣が伝わる珠玉の写真

展です。 

【【信信州州新新町町化化石石博博物物館館】】  

（１）企画展「長野県の化石と鉱物―田中邦雄コレクション」令和４年11 月 19 日(土)～令和５年４月

２日（日）まで。信州大学で教鞭をとるかたわら、長野県の地質を長年研究された田中邦雄博士

の標本を展示しています。また、県内各地の化石や鉱物を紹介しています。 

（２）化石博物館では、ワークショップを開催します。 

    ◇『化石のストラップをつくろう!』 

日 時；令和５年２月11日（土）と令和５年２月18日（土）  両日とも13:30～15:30 

      内 容；オーブン粘土と化石の型を使って、アンモナイトなどの化石の形をしたストラップを

作ります。 

＊令和５年１月11日（水）より受付を開始します。（先着順）℡026-262-3500 
◇『翼竜の紙ひこうきをつくろう！』 

日 時；令和５年３月11日（土）と令和５年３月18日（土） 両日とも13:30～15:30 

     内 容；ふんわりと飛ぶ翼竜プテラノドンの形をした紙ひこうきを作ります。 

＊令和５年２月11日（土）より受付を開始します。（先着順）℡026-262-3500 
    ＊詳細は、ホームページをご覧ください。 

【おお知知ららせせ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇新型コロナウイルス感染症の影響から信州新町美術館・有島生馬記念館・信州新町化石博物館の

今後の予定が変更になる場合がございます。ご利用の皆様にはご不便やお手数をおかけしますが、

最新の情報は、ホームページでお知らせしています。 

◇信州新町美術館・有島生馬記念館・信州新町化石博物館へのお問い合わせは、(三館共通

℡026-262-3500)へお願いします。  

◇ HP http://www.ngn.janis.or.jp/~shinmachi-museum/  

※※信信州州新新町町美美術術館館のの１１階階、、第第一一展展示示室室をを市市民民ギギャャララリリーーととししててごご利利用用いいたただだけけまますす。。  

        絵絵画画やや工工芸芸作作品品ななどど、、皆皆様様のの創創作作活活動動のの発発表表のの場場ととししてて、、ごご活活用用いいたただだけけれればば幸幸いいでですす。。  

        ・・貸貸出出期期間間  令令和和５５年年４４月月2255日日（（火火））～～令令和和５５年年  ７７月月1177日日（（月月））  

                    令令和和５５年年９９月月1122日日（（火火））～～令令和和５５年年1122月月1177日日（（日日））  

        ・・使使用用料料    １１日日225500円円～～22000000円円（（面面積積割割））  

        ・・第第一一展展示示室室ををギギャャララリリーーととししてて貸貸しし出出すす期期間間中中はは、、同同エエリリアアにに限限りり入入館館はは無無料料でですす。。  

          たただだしし、、同同エエリリアア以以外外のの見見学学ににはは入入館館料料がが必必要要ととななりりまますす。。  

・・ホホーームムペペーージジででももごご案案内内ししてておおりりまますす。。  

・・予予約約状状況況、、使使用用料料等等詳詳細細ににつついいててののおお問問いい合合わわせせはは、、おお電電話話でで信信州州新新町町美美術術館館ままでで。。((℡℡002266--226622--33550000)) 


